
ユーザー・ガイド
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ご使用になる前に必ずお読みください

ここに記載した注意事項は、製品を安全に正しくご使用
いただき、あなたや他の方々への危害や損害を未然に防
ぐためのものです。
注意事項は誤った取り扱いで生じる危害や損害の大き
さ、または切迫の程度によって、内容を「警告」、「注意」
の2 つに分けています。これらは、あなたや他の方々の
安全や機器の保全に関わる重要な内容ですので、よく理
解した上で必ずお守りください。

マークについて
製品には下記のマークが表示されています。

マークには次のような意味があります。

このマークは、機器の内部に絶縁されてい
ない「危険な電圧」が存在し、感電の危険
があることを警告しています。

このマークは注意喚起シンボルであり、取
扱説明書などに一般的な注意、警告、危険
の説明が記載されていることを表していま
す。

火災・感電・人身障害の危険を防止
するには

図記号の例

以下の指示を守ってください

警告
この注意事項を無視した取り扱いをすると、
死亡や重傷を負う可能性が予想されます

･ 電源プラグは、必ずAC100Vの電源コンセ
ントに差し込む。

･ 電源プラグにほこりが付着している場合
は、ほこりを拭き取る。
感電やショートの恐れがあります。

･ 本製品はコンセントの近くに設置し、電源
プラグへ容易に手が届くようにする。

･ 次のような場合には、直ちに電源を切って
電源プラグをコンセントから抜く。
○電源コードやプラグが破損したとき
○異物が内部に入ったとき
○製品に異常や故障が生じたとき
修理が必要なときは、コルグ・サービス・セ
ンターへ依頼してください。

･ 本製品を分解したり改造したりしない。

･ 修理、部品の交換などで、取扱説明書に書か
れていること以外は絶対にしない。

･ 電源コードを無理に曲げたり、発熱する機
器に近づけない。また、電源コードの上に
重いものをのせない。
電源コードが破損し、感電や火災の原因にな
ります。

･ 大音量や不快な程度の音量で長時間使用し
ない。
万一、聴力低下や耳鳴りを感じたら、専門の
医師に相談してください。

･ 本製品に異物（燃えやすいもの、硬貨、針
金など）を入れない。

･ 温度が極端に高い場所（直射日光の当たる
場所、暖房機器の近く、発熱する機器の上
など）で使用や保管はしない。

･ 振動の多い場所で使用や保管はしない。
･ ホコリの多い場所で使用や保管はしない。

･ 風呂場、シャワー室で使用や保管はしない。

･ 雨天時の野外のように、湿気の多い場所や
水滴のかかる場所で、使用や保管はしない。

･ 本製品の上に、花瓶のような液体が入った
ものを置かない。

･ 本製品に液体をこぼさない。

･ 濡れた手で本製品を使用しない。

記号は、注意（危険、警告を含む）を示しています。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれています。
左の図は「一般的な注意、警告、危険」を表しています。

記号は、禁止（してはいけないこと）を示しています。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれることがあり
ます。左の図は「分解禁止」を表しています。

記号は、強制（必ず行うこと）を示しています。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれることがあり
ます。左の図は「電源プラグをコンセントから抜くこと」
を表しています。

安全上のご注意



Allen & Heath 3 ZED-4 BUS ユーザー・ガイド

注意
この注意事項を無視した取り扱いをすると、傷害を負う可能性

または物理的損害が発生する可能性があります

･ 正常な通気が妨げられない所に設置して使
用する。
･ ラジオ、テレビ、電子機器などから十分に
離して使用する。
ラジオやテレビ等に接近して使用すると、
本製品が雑音を受けて誤動作する場合があ
ります。また、ラジオ、テレビ等に雑音が入
ることがあります。
･ 外装のお手入れは、乾いた柔らかい布を
使って軽く拭く。
･ 電源コードをコンセントから抜き差しする
ときは、必ず電源プラグを持つ。

･ 本製品を使用しないときは、電源プラグを
コンセントから抜く。
電源スイッチをオフにしても、製品は完全
に電源から切断されていません。

･ 付属の電源コードは他の電気機器で使用し
ない。
付属の電源コードは本製品専用です。他の
機器では使用できません。
･ 他の電気機器の電源コードと一緒にタコ足
配線をしない。
本製品の定格消費電力に合ったコンセント
に接続してください。
･ スイッチやツマミなどに必要以上の力を加
えない。
故障の原因になります。
･ 外装のお手入れに、ベンジンやシンナー系
の液体、コンパウンド質、強燃性のポリッ
シャーを使用しない。
･ 不安定な場所に置かない。
本製品が転倒してお客様がけがをしたり、
本製品が故障する恐れがあります。
･ 本製品の上に乗ったり、重いものをのせた
りしない。
本製品が転倒または損傷してお客様がけが
をしたり、本製品が故障する恐れがありま
す。
･ 本製品の隙間に指などを入れない。
お客様がけがをしたり、本製品が故障する
恐れがあります。

･ LDC 画面には、次のようなことを絶対にし
ない。
○シャープ・ペンシルのように先の鋭いも
の、硬いものでディスプレイを強く押し
たりこすったりする。

○ LCD 画面の隅を、ペンや爪などで強くこ
する。

○本製品が損傷してお客様がけがをした
り、本製品が故障する恐れがあります。

操作ミス等により万一異常な動作をしたときに、メモ
リー内容が消えてしまうことがあります。大切なデータ
は、あらかじめ他のメディア等へセーブしておいてくだ
さい。データの消失による損害については、当社は一切
の責任を負いかねますのでご了承ください。

データについて
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パッケージ内容

以下のパッケージ内容をご確認ください。

ZED-420/ZED-428/ZED-436ミキサー

電源コード
お使いのコンセントに合ってい
るかを確認してください。

タイプA-B USBケーブル
ZED ミキサーとコンピュータを
接続します。

SONAR LE
音楽ソフトウェアをインストー
ルするディスクです。
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パネル図 ZED-420
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パネル図 ZED-428
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パネル図 ZED-436
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ZED-4 BUSミキサーについて

特長
Allen & Heath ZED-4ミキサーは、イギリスの風光明媚なコーンウォール郡で丹念に精魂込めて設計され、様々なタイ
プのプロオーディオ・ミキサーとともに製造されています。ZED シリーズミキサーに使用する部品のほとんどが、Allen
& Heath の大型モデルとまったく同じで、縦に並んだチャンネルモジュール、ナットでフロントパネルに取付けられた
コントロールノブなど、構造も非常に類似しています。本機は、頑強で末永く信頼してお使いいただけるミキサーです。
万一問題があったときのアフターサービスの補修も簡単で、チャンネルモジュールを１つだけ取り外したり、フェーダー
を１本だけ取り替えたりすることもできます。

オーディオ回路は長年にわたり継続的に開発と改良をかさねており、ミキサー内のすべての部品は厳重な品質検査を行っ
て、最高の音質をお届けします。

マイク／ラインプリアンプ
ZEDシリーズミキサーはAllen&Heath の PA シリーズミキサーのプリアンプを継承し、2段設計で、各段ごとに入念
に調整されたゲインが得られます。XLR 入力端子からの信号を増幅する際のゲインは、69dB というワイドな幅ながら
コントロール全域にわたって均等に配分され、高い操作性を実現しています。ほとんどのゲインは 1段目から取られ、不
要なノイズを最低限に抑えます。パッドスイッチ（パッド回路）はなく、ラインレベル信号は、ライン入力端子からプリ
アンプの2段目に直接接続されます。このため、ライン入力でノイズを抑えられるという大きな利点があります。（普通
なら、ラインレベルの信号を減衰させてから、もう一度増幅させるので、ノイズやヒスが生じ易くなります。）

EQ
ZED-4 シリーズミキサーは、各入力に評価の高い GL2400 EQ をベースにした 4 バンド・イコライザー回路を搭載。
丹念に調整されたフリーケンシーとレスポンスにより、どんな音源にEQをかけても最高の性能を引き出すことができま
す。

AUXシステム
プリ・フェーダー2系統、ポスト・フェーダー 2系統、プリ／ポスト・フェーダー切替2系統の、計6系統のAUXバ
スを装備。AUX マスターレベルコントロールがマスターセクションにまとめられており、[AFL]（アフター・フェーダー・
リッスン）スイッチでモニター切替ができます。

グループ
4系統のサブグループを利用すれば、入力グループを簡単にコントロールしたり、グループ [INSERT]端子を使ってコン
プレッションなどの信号処理をかけることができます。グループには独立した出力があり、メイン L/R やモノミックス
にサブミックスできます。

メインミックス
メイン L/R ステレオバスに加え、独立してルーティングできるモノバスを装備しています。これは低域スピーカーシス
テムへ送ったりモノPAミックスを作成するのに理想的です。

モノチャンネルとステレオチャンネル
ZED-420/ZED-428/ZED-436モデルにはそれぞれ、16系統、24系統、32系統のモノ入力と、2系統のステレオ
チャンネルが搭載され、入力数を最大限に利用できます。ステレオチャンネルはデュアルなので、モノチャンネル以外に、
4系統の入力信号をミックスバスに送ることができます。

USB
オーディオデータをコンピュータに簡単に出し入れできることは、ライブや音楽制作ではもはや常識です。ZED シリー
ズミキサーでは更にフレキシブルで簡単です。コンピュータの背面にあるサウンドカードの入力端子にやっと接続したと
思ったら、レベルがまったくおかしいとかノイズがひどいとか、そんな体験はもうありません。ZEDミキサーにUSB接
続し、ミキサー上で USBルーティングを選択、コンピュータ側でデバイスを選択するだけで、高音質のオーディオをPC
やMacとの間で転送できます。

私たちはこの製品に誇りを持っています。お客さまに気に入っていただけることを望んでいます！
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仕様

動作レベル

入力

モノチャンネル（XLR）入力 ノミナル　＋ 6～－ 63dBu（最大時＋17dBu）

モノチャンネルライン入力（フォーン端子） ＋ 10～－ 26dBu（最大＋30dBu）

インサートポイント（TRSフォーン端子） ノミナル　0dBu　最大＋21dBu

ステレオ入力（フォーン端子） ノミナル　0dBu（コントロール =Off ～＋ 10dB）

ステレオ入力（RCAピン端子） ノミナル　0dBu（コントロール =Off ～＋ 10dB）

2トラック入力（RCAピン端子） ノミナル　0dBu　最大＋21dBu

出力
L, R & モノ出力 (XLR) ノミナル　+4dBu　最大 +27dBu

L, R & Mインサート (TRS フォーン端子 ) ノミナル　－ 2dBu　最大 +21dBu

グループ出力 (フォーン端子 ) ノミナル　+4dBu　最大 +27dBu

グループインサート (TRS フォーン端子) ノミナル　－ 2dBu　最大+21dBu

AUX出力 (フォーン端子 ) ノミナル　－ 2dBu　最大 +21dBu (バランス型 +4)

MATRIX出力 (TRS フォーン端子) ノミナル　－ 2dBu　最大 +21dBu (バランス型 +4)

2トラック出力 (RCAピン端子 ) ノミナル　0dBu　最大 +21dBu

ダイレクト出力 (TRS フォーン端子 ) ノミナル　0dBu　最大 +21dBu

ヘッドルーム

アナログ・ヘッドルーム（ノミナル（0Vu）より） 21dB

USBイン＆アウト・ヘッドルーム（ノミナル（0Vu）より） 14dB

周波数特性
マイク入力→ミックスL/R出力（ゲイン @30dB） ＋ 0.5/－ 1dB 20Hz～ 20kHz

ライン入力→ミックスL/R出力（ゲイン @0dB） ＋ 0.5/－ 1dB 10Hz～ 30kHz

ステレオ入力→ミックスL/R出力 ＋ 0.5/－ 1dB 10Hz～ 30kHz

全高調波歪率（THD+N）
マイク入力→ミックスL/R出力（ゲイン @0dB、@1kHz、出力@＋ 10dBu） 0.004%

マイク入力→ミックスL/R出力（ゲイン @30dB、@1kHz ） 0.014%

ライン入力→ミックスL/R出力（ゲイン @0dB、0dBu@1kHz） 0.005%

ステレオ入力→ミックスL/R出力 （ゲイン@0dB、＋ 10dBu@1kHz） 0.003%

USBオーディオ・コーデック（コーダー／デコーダー）

USBオーディオ・イン／アウト USB 1.1準拠、16ビット

サンプルレート 32/44.1/48kHz

ノイズ
ミックスノイズ、LR出力、ルーティング 16チャンネル、Ref +4dBu, 22-22kHz － 90dBu

ミックスノイズ、LR出力、ルーティング 24チャンネル、Ref +4dBu, 22-22kHz － 89dBu

ミックスノイズ、LR出力、ルーティング 32チャンネル、Ref +4dBu, 22-22kHz － 88dBu

マイク入力等価ノイズ（最大ゲイン、150Ω、入力22 ～22kHz ） － 127dBu
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寸法

重量

モデル 未梱包重量 梱包総重量

ZED-420 14kg 17.5kg

ZED-428 18kg 22.5kg

ZED-436 22kg 26.5kg

単位：mm
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ブロック図
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モノ入力チャンネル

[DIR OUT]ダイレクト出力端子
バランス型、標準の 1/4インチ（6.25mm）フォーン端子です。
配線：チップ=ホット（+）、リング=コールド（－）、スリーブ
=グラウンド
個々のチャンネル録音用の初期設定の信号は、プリ・フェーダー
（[MUTE] スイッチの後）です。ノミナルレベルは0dB です。

[MIC]入力端子
標準の3ピンXLR 端子です。
配線：ピン 1=グラウンド、ピン2=ホット（＋）、ピン 3=コー
ルド（－）

[48V]ファンタム電源スイッチ
ファンタム電源を必要とするコンデンサマイク用に、6k8レジス
タからXLR入力端子のピン2と3に+48Vの電源を供給します。

[LINE] 入力フォーン端子
標準の1/4 インチ（6.25mm）フォーン端子で、バランス型ま
たはアンバランス型ラインレベルの信号を入力します。
配線：チップ = ホット（＋）、リング = コールド（－）、スリー
ブ=グラウンド
マイク入力よりライン入力が優先されるので、XLR端子に接続し
た音源を聴きたい場合は、ライン入力には何も接続しないでくだ
さい。

[INSERT]フォーン端子
アンバランス型インサート・センド／リターン信号用の、標準の
1/4インチ（6.25mm）フォーン端子です。
配線：チップ = センド（＋）、リング = リターン（－）、スリー
ブ=グラウンド
ノミナルレベルは0dBです。インサートポイントは100Hzフィ
ルターの後、EQの前です。

　[GAIN]コントロール
入力信号レベルに合わせて入力アンプのゲインを調
節します。ゲイン幅は、XLR 端子（マイク入力）への
信号では－6dB（アッテネーション）～＋63dB、ラ
イン入力端子への信号では－10dB～＋26dBです。

　[100Hz] ハイパスフィルター
ハイパスフィルターは、マイク信号のポップノイズや
低音ノイズを低減させるために使用します。2極（オ
クターブにつき 12dB）フィルターで、コーナーフ
リーケンシーは100Hz に設定されています。
XLR 端子のマイク入力とフォーン端子のライン入力
の両方の信号に影響します。

1

2

3

4

5

6

7
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モノ入力チャンネル

[HF] EQ
HF（高域）イコライザーは、可聴範囲での高域周波数成分を調整
します。回路の最大カット／ブーストから約 3dB のあたりが
12kHzのコーナーフリーケンシーです。

[HM] EQ
HF（高中域）イコライザーは、可聴範囲での高中域周波数成分を
調整します。スイープコントロールの可変値が EQの中心周波数
です。

[LM] EQ
LF（低中域）イコライザーは、可聴範囲での低中域周波数成分を
調整します。

8

9

10

8

9

10
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モノ入力チャンネル

[LF] EQ
LF（低域）イコライザーは、可聴範囲での低域周波数成分を調整
します。グラフには、最大カット／ブーストでの LF EQ 特性が
表示されています。コーナーフリーケンシーは80Hz です。

[EQ IN] スイッチ
このスイッチを押し込んだ状態でイコライザーが有効になりま
す。スイッチが上がっていると、EQはバイパスされます。

[AUX1～2]コントロール
このコントロールノブで AUX に信号を送ります。信号はプリ・
フェーダーなので、フェーダーのレベルには影響されません。
AUX1/2 の主な用途は、フェーダーレベルに影響を受けたくな
いフォールドバック・モニターが主です。また、録音用フィード
としても使え、USB インターフェースへの信号ソースともなり
ます。
これらのセンドは [MUTE] スイッチに左右されるので、チャンネ
ルをミュートするとこのAUXセンドもミュートされます。
ノブでバスへの信号レベルをオフ（完全に減衰）～＋ 6dB の範
囲で調整します。矢印の位置でユニティゲインとなります。ミキ
サーのマスターセクションに、AUX 出力のマスターコントロー
ルがあります。

[AUX3～4]コントロール
プリ・フェーダー、ポスト・フェーダーの切替ができるので、モ
ニターセンドにもエフェクトセンドにも使えます。

[AUX5～6]コントロール
ポスト・フェーダーなので、レベルはセンドコントロールで設定
しますが、フェーダー設定にも影響を受けます。主にエフェクト
に使用します。
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モノ入力チャンネル

[PAN]コントロール
モノ入力チャンネルからの信号を左右のバスに振ってメインス
テレオ出力、グループペアに送るバランスを調整します。中央位
置で左右同レベル、Lに設定すると右のバスには信号は送られま
せん。

[MUTE]スイッチ
L/RバスとAUXバスへの信号をミュートします。スイッチを押
してミュートすると、四角いLEDが点灯します。

[PFL] スイッチ
[PFL] スイッチ（プリ・フェーダー・リッスン）は、チャンネル
信号をPFL バス経由でヘッドフォンとメインL/Rメーターに送
ります。フェーダーを上げたりチャンネルのミュートを解除する
前の信号をチェックしたい時に使用します。

[SIG]、[PK!]インジケータ
[SIG]インジケータはノミナルレベルが－16dBのスレッショル
ド値でかすかに点灯し、レベルが上がるにつれて明るくなりま
す。信号／ピークインジケータのソースは、[EQ IN]スイッチの
すぐ後です。
[PK!]インジケータは、[EQ IN]スイッチのすぐ後の信号がクリッ
ピングの5dB以内まで上がると点灯します。

ルーティング選択スイッチ
メインL/R バスとグループバスへのポスト・フェーダー信号は、
パンコントロールを経由して、このスイッチ設定で該当のミック
スバスに送られます。ミックスバスからのノイズを最低限に抑え
るには、バスには必要のないチャンネル信号のスイッチを上げた
状態にしておいてください。

フェーダー
100mmのフェーダーは、L/Rバス、モノおよびグループバス、
AUX5/6 へのチャンネル信号レベルを調整します。また、ポス
ト・フェーダーに切り替えた場合はAUX3/4 への信号レベルも
調整します。最大で 10dB のゲイン、ユニティゲインは 0の位
置で得られます。
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ステレオ入力チャンネル

[ST1]/[ST3]RCAピン端子
メインのステレオ入力（以下参照）に加え、このアンバランス型
ステレオ入力もあります。ゲインは [ST1]/[ST3] レベルコント
ロールノブで調整します。パネル表面より凹んだ[To LR/To CH]
スイッチの設定によって、入力信号をステレオチャンネルかL/R
メインバスに送ります。
ST3 入力のソースは、USB 端子の下にある ST3 INPUT
SOURCE [ST3 IN]/[USB]] 選択スイッチで、RCAピン端子か
らUSBリターン信号へ切り替えることができます。

[ST 1]/[ST 3]レベルコントロール
ステレオ入力 1/3 のレベルをオフ（完全に減衰）～ 10dB（最
大）の間で調整します。

ST1/3 [To LR/To CH]ルーティング選択スイッチ
ST １（または ST3) 信号を L/R バスに直接送るか、ステレオ
チャンネルに送るかを選択します。押し込んだ状態では、ST1(
またはST3)の信号がメインのステレオ入力 ST2（またはST4）
と一緒になります。

[ST 2]/[ST 4]フォーン入力端子
ラインレベルのステレオ信号を入力する、標準 1/4 インチ・
フォーン端子です。[R] 入力端子に何も接続しなければ、[L/M]
入力端子が [R] 入力端子と内部接続されるので、モノ入力に使用
できます。
ステレオ1入力は、アンバランス、バランス、いずれの信号も受
け付けます。

[ST 2]/[ST 4]ステレオ入力レベルコントロール
[ST 2]/[ST 4]端子からの入力レベルを調整します。範囲はオフ
～+10dBです。
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ステレオチャンネル

ステレオチャンネルEQ
ステレオチャンネルのEQ は4バンドで、周波数固定、高域と低
域はシェルビング、中域は2つの固定周波数コントロールがあり
ます。

[EQ IN]
このスイッチを押し込んだ状態でイコライ
ザーが有効になります。スイッチが上がって
いると、EQ はバイパスされます。

6

ステレオHF EQ

ステレオ LF EQ

ステレオ LMF/HMF EQ7
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ステレオチャンネル

[AUX1～2]コントロール
AUX1/2 はプリ・フェーダーのステレオチャンネル左右信号を
まとめたモノ信号を送り出します。

[AUX3～4]コントロール
AUX3/4 はプリ／ポスト・フェーダー切替可能なステレオチャ
ンネル左右信号をまとめたモノ信号を送り出します。

[AUX5～6]コントロール
AUX5/6 はポスト・フェーダーのステレオチャンネル左右信号
をまとめたモノ信号を送り出します。

[BAL]コントロール
左右チャンネルの相対的レベル（バランス）を調整します。

[MUTE]スイッチ
メインのL、R、M、グループバス、およびAUXセンドへの信号
をミュートします。

[PFL] スイッチ
[PFL]（プリ・フェーダー・リッスン）スイッチは、ステレオチャ
ンネルをモノにまとめた信号をPFLバスに送ります。

[SIG]、[PK!]インジケータ
[SIG] インジケータは、左右いずれかのチャンネルでノミナルレ
ベルが－16dBのスレッショルド値でかすかに点灯し、レベルが
上がるにつれて明るくなります。信号／ピークインジケータの
ソースは、[EQ IN] スイッチのすぐ後です。
[PK!]インジケータは、[EQ IN]スイッチのすぐ後の信号がクリッ
ピングの5dB以内まで上がると点灯します。

ルーティング選択スイッチ
L/Rおよびグループへのポスト・フェーダー信号は、バランスコ
ントロールを経由し、このスイッチ設定で該当のミックスバスに
送られます。ミックスバスからのノイズを最低限に抑えるには、
バスに必要のないチャンネル信号のスイッチを上げた状態にし
ておいてください。

フェーダー
100mmのフェーダーは、L/Rバス、モノおよびグループバス、
AUX5/6 へのチャンネル信号レベルを調整します。また、ポス
ト・フェーダーに切り替えた場合はAUX3/4 への信号レベルも
調整します。最大で 10dB のゲイン、ユニティゲインは 0の位
置で得られます。
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マトリックス出力＆ AUXマスター

マトリックス出力
ZED-4 には 2 つのマトリックス・サブミックスセクションがありま
す。センドコントロール（黒と赤のノブ）で、グループ、L/R、モノ
ミックスバスからのポスト・フェーダー信号を、マトリックス出力へ
送ります。マトリックス出力1/2 は独立したモノ出力です。全体の出
力レベルを調整するマスターレベルコントロールと、マトリックス・
ミックスがチェックできる AFL（アフター・フェーダー・リッスン）
スイッチがあります。

マトリックス出力には次のような用途があります。
・録音用：メイン PAミックスからの異なるミックスを録音して、メイ
ン PAミックスのバックライン・サウンドが手薄な場合に、これをレ
コードミックスに追加。

・ゾーン用：メイン PAアリーナ内の異なる領域に個別に出力。
・ディレイスタック用：大会場やアリーナなどで、ディレイがかかるス
ピーカーの個々のミックス、レベルコントロールが可能。

・放送用：放送、オンラインなどライブイベント向け。

マトリックス出力と AUX出力は、標準仕様がインピーダンス・バラン
ス型です。サービス・センターにて、バランス型ドライバを取り付け、
電子的に完全にバランス型に変換することができます。

AUX 出力マスターレベルコントロール
AUX マスターレベルコントロールは、AUXミックス1～6それぞれ
の全体のレベルを調整します。設定範囲はオフ（完全減衰）～+10dB
です。
マスターレベルコントロール後の信号をチェックするために、各AUX
ミックスに [AFL]（アフター・フェーダー・リッスン）スイッチがあ
ります。
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グループマスター

グループフェーダー
グループ・インサート・ポイントからのグループ
ミックス信号を調整します。全長 100mm、最大
ゲインは +10dBです。

グループ [AFL]スイッチ
フェーダー後、[MUTE] スイッチ前のグループ信号
をモニターするためのスイッチです。

グループ [MUTE]スイッチ
スイッチが点灯していると、グループ出力、サブ・
ルーティング、グループメーターからグループ信号
をカットします。
マトリックス出力へのグループ信号もカットされ
ます。

グループメーター
4 セグメントのLEDグラフメーターで、グループ
出力での信号レベルを表示します。以下のスレッ
ショルド値を使用します。
[SIG]=-18dB（ノミナル）、0dB, +6dB, Pk=+16dB
メーター上の 0dB = バランス出力で+4dBu

グループ [PAN]コントロール
グループ信号をサブ・ルーティングするときの L/
R メインミックスバスへ振るレベルを調整します。
グループ出力は、この [PAN] コントロールには左
右されません。

グループ・サブ・ルーティングスイッチ
[L-R] スイッチは左右にパンさせたグループ信号を
メイン L/R ミックスにルーティングします。[M]
スイッチはパンされていないグループ信号をモノ
バスへ送ります。
サブ・グループのステレオペアを作って、これをメ
インの L/R ミックスへ送りたい場合は、奇数番号
のグループを左へ、偶数番号のグループを右へパン
させてください。
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L/R & Mマスター、ヘッドフォン

メインミックスフェーダー
L/R/M フェーダーはミックス・インサート・ポイ
ントに従ってレベルを調整します。全長100mm、
トップのゲインは +10dBです。

メインミックス [MUTE]スイッチ
メインミックス出力から信号をカットします。カッ
ト時に点灯します。また、関連したマトリックス信
号、ヘッドフォンモニター信号もカットします。

メインミックスメーター
4 セグメントのLEDグラフメーターで、関連出力
での信号レベルを表示します。以下のスレッショル
ド値を使用します。
[SIG]=-18dB（ノミナル）、0dB, +6dB, Pk=+16dB
メーター上の 0dB = バランス出力で+4dBu

[LR/M] ソース選択スイッチ、[PHONES
LEVEL] コントロール
ソース選択スイッチで、スイッチが上がった状態で
は L/R 信号、スイッチが押し込まれた状態ではモ
ノ信号をヘッドフォンの信号ソースとして選択し
ます。[AFL] または [PFL] スイッチが押されてい
ると、その設定がここでのソース選択よりも優先さ
れます。
レベルコントロールはヘッドフォン信号の音量を
調整します。

注意！
聴覚障害を避けるため、ヘッドフォンやサウンドシ
ステムを高音量で聴かないでください。高音量のサ
ウンドを長時間聴くと、特定音域が聴こえなくなっ
たり難聴になったりすることがあります。
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メインメーター、トークバック

メインメーター
メインの L/Rメーターは、[PHONES LEVEL] コ
ントロールの下にある[LR/M]ソース選択スイッチ
の設定によって、メイン L/R ミックス出力、また
はメイン Mミックス出力での信号レベルを表示し
ます。[PFL] または [AFL] スイッチが押されてい
ると、メーターにはその信号レベルが表示されま
す。基本的に、メーターには、ヘッドフォンの
[PHONES LEVEL] コントロール前のヘッドフォ
ンモニター信号レベルが表示されます。
[PFL] または [AFL] スイッチが押されていると、
[PFL/AFL ACTIVE] インジケータが点灯します。
PFL、AFL モニターはモノです。

[TB MIC] トークバック端子
XLR マイク端子で、標準仕様としてファンタム電
源を装備してあります。
[TB LEVEL] コントロールは、トークバックのゲイ
ンを 20dB（最低）～ 55dB（最大）の間で調整
します。
[Talk to AUX 1-4]/[Talk to LRM] スイッチは、
トークバック信号を AUX1～4、またはメインL/
R/M ミックスに送ります。トークバックを使用し
ない時は、スイッチを切っておいてください。

[PHONES] 端子
ステレオヘッドフォン用、標準 1/4 インチ、
3.5mm TRSフォーン端子です。チップ＝ L
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USBセクション、再生

USB SEND SOURCE [MTX1-2]/[AUX1-2]/[AUX5-
6]/[LR pre-fade] ソース選択スイッチ
USBソース選択スイッチは、USBインターフェースで送信する
信号を選択します。どのスイッチも上がった状態のときは、メイ
ンL/Rミックスのポスト・フェーダー信号が送信されます。その
他送信できるソース信号は、プリ・フェードのメインL/Rミック
ス、AUX5/6、AUX1/2およびマトリックス1/2 です。
スイッチには優先順位があり、一番上のスイッチから優先度が高
くなっています。たとえばすべてのスイッチを押すと、マトリッ
クス1/2の信号がソース信号として選択されます。

ST3 INPUT SOURCE [ST3 IN]/[USB] 選択スイッチ
ST3入力の信号ソースを選択します。スイッチが上がった状態の
とき、ソース信号は [ST3]RCA ピン端子となり、スイッチが押
し込まれている時は、ステレオUSBリターン信号になります。

PLAYBACK SOURCE [2TRK]/[USB]選択スイッチ
再生入力信号ソースを選択します。スイッチが上がった状態のと
き、ソース信号は [2TRK IN]RCA ピン端子、スイッチが押し込
まれている時は、ステレオUSBリターン信号になります。

USB端子
標準のBタイプUSB端子です。

[PLAYBACK LEVEL] コントロール
再生信号のレベルをオフ（完全減衰）～+6dBの範囲で調整しま
す。

[PLAYBACK To LR] スイッチ
再生信号（2 TRK IN または USB リターン）をメインLR ミッ
クスにルーティングします。

[PFL] スイッチ
ヘッドフォンとメイン L/R メーターでの再生信号（プリ・レベ
ル）をモニターするスイッチです。モニター信号はモノです。
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USB接続

USBオーディオ・インターフェース
ZEDミキサーには、ステレオ双方向 USB1.1準拠のオーディオ・コーデックが搭載されています。これは
USB 2端子に完全対応しており、標準のWindows および MAC Core Audioドライバを使用します。つ
まり、接続するだけでコンピュータが ZED ミキサーを認識し、ZED ミキサーの USB デバイスとの間で
オーディオ転送ができます。
録音した内容をコンピュータで録再するには、コンピュータにオーディオソフトウェアをインストールする
ことが必要ですが、基本的にはコンピュータのメディアプレーヤーからZED ミキサーに直接再生すること
ができます。
ただし、以下の点にご注意ください。

1. ZEDミキサーのUSB 端子にコンピュータを接続する時は、デバイスの音量を以下の場所でチェックし
てください。

Control Panel¥Sounds & Audio Devices¥Volume

2. レイテンシー（遅れ）を小さくしたい場合は、お使いのオペレーティングシステム用に使用できる様々
なドライバがあります。その詳細と、適切なドライバを提供する各社へのリンクは、Allen & Heathの
ウェブサイト（英文サイト）をご覧ください。

音量が完全に上がっていない場合 音量をいっぱいまで上げます

[Apply]をクリックします
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SONAR LE について

SONAR LEは Cakewalk のソフトウェアで、ZEDミキサーに無料で同梱されています。

SONAR LEは、Windows コンピュータでシーケンス／ハードディスクレコーディングをするための強力な第一歩です。
ZEDミキサーから録音し、トラックの作成、ソングのアレンジを行ってから、USB接続でZEDミキサーを通して再生
できます。SONAR シリーズのソフトウェアがご自分の用途に合うかどうかをチェックしてください。付属の SONAR
LEから完全フィーチャー版（SONAR Producer や Home Studio Editionsなど）にアップグレードしたい場合は、た
いへんお得です。

本書では、ソフトウェアをインストールする手順と、基本的な操作を説明します。詳細やテクニカルサポートについては、
SONAR LEのヘルプファイル、または以下のSONAR LE ウェブサイトをご覧ください。

http://www.cakewalk.com/owners/sonarle/

このウェブサイトには、製品登録とアップグレードについての情報が掲載されています。また、基本操作のチュートリア
ルもあります。

SONAR LEは完璧な OEMプロダクションソフトウェアと言えます。他の OEMアプリケーションと違って、満足いく
音楽創作が簡単にできるデザインを提供しています。当面はアップグレードも不要と感じるかもしれません。
特長としては、最高64本のトラックと24本のエフェクトトラック、24 ビット／192kHzで 8系統の入出力に対応
しており、PCを使ったレコーディングスタジオに格好のツールです。ソフトウェアには2つのインストルメント、6種
類のMIDIエフェクト、14種類のオーディオエフェクトも付属しています。SONAR LEは、人気のSONAR 6をもと
に新しい機能を満載してアップデートしたもので、Windows XP/x64/Vista版の初めてのネイティブWindows DAW
ソフトウェアです。
ハードウェア／ソフトウェアの完璧なソリューションとして最適な選択です。

SONAR LE の主な特長
･ オーディオトラック64本
･ MIDI トラック256 本
･ 同時入出力8系統
･ 24ビット／192kHzの音質
･ 8つのバーチャルインストルメントを同時使用可
･ VST ／ VSTi対応、VST アダプタは不要
･ ACIDTM 形式のループに対応
･ Project5、Live、ReasonなどのReWireクライエントに対応
･ 新装のエレガントなユーザーインターフェース
･ アクティブ・コントローラ・テクノロジーで MIDI キーボードとコントロール類を、エフェクト、インストルメント、
音量、パン、その他のミックス要素で必要なパラメータに自動マッピング（新機能）
･ Synth Rack でバーチャル・インストルメントの導入が更に簡単（新機能）
･ Windows Vista（32 ビット／64 ビット）および Windows XP プロフェショナル x64 エディション対応（新機
能）、WindowsXP 対応

注意！！SONAR LEはサポート対象外商品となりますのでご注意ください。
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システム要件

SONAR LE のインストール
CD-ROMドライブまたは DVD-ROMドライブにディスクを挿入し、画面の指示に従ってください。

ZED-14用SONAR LEオーディオ設定
SONARLEとZEDミキサーの間でオーディオデータの転送ができるようにするために、以下の手順に従っ
てください。

1. ZEDミキサーに電源が入っていることを確認します。
2. USBケーブルをコンピュータとZED-14の [USB]端子に接続します。
3. “Settings”→ “Control Panel”→ “Sounds and Audio Devices”を選択し、コンピュータが
ZEDミキサーのUSB デバイスとの接続を認識しているかを確認します。

注：デバイス名は“USB Audio CODEC”です。他の外部オー
ディオ機器がコンピュータに接続されていないことを確認してく
ださい。
また、“Device volume”が“High”に設定されていることを確
認してください。この音量は初期設定では中程度に設定されてい
ることがあり、そのままのレベルでは USB デバイスからの音量
は非常に低くなってしまいます。接続を行ったら最初のうちは、
まずこのレベルを確認してください。
右図は“Properties”画面の例です。
また、“Sounds”タブでは“No Sounds”に設定してください。

システム要件 最低条件 推奨

オペレーティングシステム Windows XP Windows XP/Vista/Vista x64

プロセッサ Intel（r）Pentium（r）4 1.3 GHzま
たはAMD（tm）Athlon XP 1500
＋以上

Intel（r）Pentium（r）4 2.8 GHz
[EM64T]または AMD（tm）Athlon
64 2800＋以上

メモリ容量 256 MB 1 GB以上

グラフィック（解像度／色深度） 1024 x 768, 16ビットカラー 1280 x 960, 32ビットカラー

ディスク容量 100 MB（プログラムのみ） 2 GB（プログラムとコンテンツ）

ディスクタイプ 任意のタイプ EIDE/Ultra DMA（7200 RPM）ま
たはSATA

MIDI インターフェース Windows 対応 Windows 対応

オーディオ・インターフェース Windows 対応 WDM または ASIO 対応（Vista 用
WaveRTなど）

オプチカルドライブ インストール用：DVD-ROM、DVD± R、DVD± RWのいずれか
CD 作成用：CD-RまたはCDRW 作成機能
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SONAR LE の起動
1.“Audio”→“Options”を選択し、“Drivers”タ
ブをクリックします。

2.“Input Drivers”でコンピュータのオーディオソー
スを選択します。
ZEDミキサーのUSB デバイスである“USB Audio
Device”にチェックを入れ、コンピュータのサウン
ドカードからのオーディオはチェックを外します。
これでコンピュータがZED ミキサーからオーディオ
を受信する設定になりました。

3.“Output Drivers”でコンピュータからのオーディ
オ出力を選択します。
この例では、コンピュータのサウンドカードには4系
統のステレオ出力があり（すべてチェックが外れてい
ます）、ソフトウェアで自動的に“USB Audio
Device”（ZED ミキサーのこと）がリストに表示さ
れているので、これにチェックを入れます。

これで、SONAR LE へ入力するソースとして ZED ミキサーの USBの L/R 出力の選択と、SONAR LE
からZEDミキサーへのオーディオ転送ができます。

右図は基本的な Cakewalk のプロジェクト
（.cwp）です。ここでSONAR トラックへの入力
を選択します。

1.“File”→“New”→“Normal”を選択し
て新規プロジェクト画面を開き、メインメ
ニューから“Insert”→ “Audio Track”
を選択してオーディオトラックを追加しま
す。

2. 画面の一番下にある“I/O”タブをクリック
し、オーディオトラック画面の隅にある拡張
ボタンをクリックします。

3. トラック名をダブルクリックして、トラック
1と2の名前を“ZED Left”“ZEDRight”
にそれぞれ変更します。

4.“I”（インプット）フィールド、“O”（アウト
プット）フィールドをそれぞれクリックして、
トラックの入出力を選択します。
この例では、USB L 信号をトラック 1（ZED
Left）、USB R 信号をトラック 2（ZED
Right）に指定し、適宜パンさせて、マスター
バスに出力します。

オーディオ信号があれば、入力エコーボタンをクリックすると（上の画面で黄色く点灯）、マスターバスで
の信号がモニターできます。
マスターバスへの出力信号は、入力トラックの下にある“Master Bus”画面の、“O”というフィールドに
表示されます。この例では、“USB Audio Device”となっており、ZED ミキサーからのUSB入力を指し
ます。
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前述の“Output Drivers”（出力ドライバ）選択リストで出力デバイスを1つのみ選択した場合は、出力信
号が自動でセットアップされます。

これで、SONAR LEを使ってZED ミキサーとのオーディオ信号がやりとりできます。
それでは試しにレコーディングをしてみましょう。

オーディオ信号の録再
1. トラック1と 2にオーディオを録音するに
は、“R”ボタンをクリックして赤く点灯さ
せ、一番上のアイコンツールバーにある走行
コントロールの録音ボタン（丸いボタン）を
クリックします。（または、“View”メニュー
から大きい走行コントロール画面を表示さ
せることもできます。）
トラック画面にオーディオ波形が表示され
ます。

2. 録音が終わったらストップボタン（四角いボ
タン）をクリックします。

3. 録音した内容を聴くには、後送りボタンをク
リックしてから、入力エコーボタン（“R”ボ
タンの右）をクリックして消灯させます。

4. “R”ボタンをクリックして消灯させて、録
音準備状態を解除します。

5. 再生ボタンをクリックして（またはスペース
バーを押して）、録音したオーディオをUSB
端子からZEDミキサーへ再生させます。
ZED ミキサーでは、再生または ST3 入力
ソースとして、USBリターン信号を選択で
きます。

SONAR LE と ZED ミキサーの組み合わせて様々な用途に使えます。たとえば、簡単なステレオミックス
のレコーディング、個別のトラックにレコーディングしてソングを構築、あるいはポスト・フェーダーの
ミックスを ZED ミキサーから送り出し、SONAR LEのプラグイン・エフェクトをインサートし、このエ
フェクトのかかった信号をZEDミキサーのミックスに戻したりします。

SONAR LEとZED ミキサーの組み合わせで、クリエイティブな音楽創りを楽しんでください。
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USBをエフェクトに使用する方法

ポスト・フェーダーのAUX5/6 信号をZEDミキサーからのセ
ンド信号として使用します。チャンネルフェーダーを動かして
も、エフェクトの相対的レベルは変わりません
USB 出力選択スイッチの [AUX5-6]スイッチを選択します

USBケーブルでデジタル信号をミキサーとコンピュータ間で転
送します。
ソフトウェアのトラック入力で、AUX3 に“USB Device
Left”、またはAUX4に“USB Device Right”を選択します。
普通のミキサーと同じ要領で、ソフトウェアのセンドバスを使
えます。
プラグイン・ソフトウェアのリストからエフェクトを割り当て
ます。
リバーブを使用する場合は、ウェット信号のミックスレベルを
100％にして、USB によるレイテンシーを補正するためにプ
リ・ディレイの値を下げます。
ソフトウェアのグループまたはバスの出力信号をUSBデバイス
に送ります。この例や、リバーブを使ったほとんどの場合は、ス
テレオなので L/R出力されます。
USB リターン信号が ST3 に送られるよう設定します。次に、
[ST3]レベルコントロールの下にある、表面より凹んだ[To LR/
To CH] ルーティング選択スイッチを使って、これを直接 L/R
に送るか、ステレオチャンネルに送るかを設定します。

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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配線について

インサートケーブルの配線

リターン
グラウンド

センド

インサート

リターン

センド

プロセッサ

リングをスリーブに接続してアンバランス型に

入力へ 出力から

Y アダプタ
出力2 系統→入力1系統

Y アダプタ
出力1系統→入力2系統

使用不可！ 使用可！

RCA ピンケーブル

楽器用ケーブル

TRSフォーンケーブル

マイクケーブル

TRS→XLR（メス）ケーブル

TRS→XLR（オス）ケーブル

一般的な配線

RCAピン端子 アダプタ

アンバランス型

アンバランス型 アンバランス型アンバランス型

バランス型バランス型

スリーブ=グラウンド
リング=コールド（－）

チップ =ホット（＋）

スリーブ=グラウンド
リング=コールド（－）

チップ=ホット（＋）

バランス型 バランス型

XLRオス XLR メス

バランス型 バランス型

XLR メススリーブ =グラウンド
リング=コールド（－）

チップ=ホット（＋）

バランス型バランス型

2= ホット（＋） 1= グラウンド

3= コールド（－）

2= ホット（＋） 1= グラウンド

3= コールド（－）

2= ホット（＋） 1=グラウンド

3=コールド（－）

スリーブ=グラウンド
リング=コールド（－）

チップ=ホット（＋）

2= ホット（＋） 1=グラウンド

3=コールド（－）
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